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抄 録 

 

感染症医療の現場では、医療提供者は自ら感染の危険から自らを防護しながら、専門職としての役割

を果たす必要がある。本検討は、COVID-19 パンデミック下で看護師のケアの場面に関して公開された

感染防護のための PPE（Personal Protective Equipment）の効果や問題点に関する文献の概要から、今後

の課題を明らかにするものである。2023 年 9 月 25 日に PubMed を使用し、covid-19、nurse、care の３

つをキーワードとして得られた Review を除く文献とした。それらの要旨から検索意図に合致しなかっ

たものや英語以外の言語で書かれたものを除外した 205 件を対象として分類するとともに、COVID-19

の看護ケアに関する研究の特徴と PPE の使用に関する文献の内容をまとめた。約 30%の文献は医療ス

タッフのストレス等に関連したもので、Nurse に特化したものが多かった。臨床の様々な場面の、倫理

的ジレンマやスティグマへの言及、通常業務ではない部署への配置転換等に関するもの、感染のリスク

を軽減するための遠隔医療の試みがあった。PPE に関する研究も多く、フェイスシールドやゴーグルの

使用や開発について、N95 マスク装着の際の創傷、PPE 装着時のケアへの影響についてなどがあった。

COVID-19 パンデミック下で試みられた、新しい個人防護や感染防止方法の妥当性は十分に検討されて

おらず、看護実践への有効性を踏まえた、今後の検討が求められる。 
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緒 言 

Coronavirus Disease 2019（以下 COVID-19）

は、Severe Acute Respiratory Syndrome-related 

coronavirus-2（以下 SARS-CoV-2）を原因ウイル

スとする新興感染症で、2019 年 12 月 31 日中国

の武漢で原因不明の肺炎として World Health 

Organization（以下 WHO）に報告され、翌年 3 月

にパンデミック宣言がなされた。既に 3 年半以上

が経過した 2023 年 9 月初旬の公式発表として

は、既に世界でのべ 7 億 7000 万人超と、世界人

口の約 10％が感染、700 万人近くが死亡した 1)。

新しいモダリティのワクチンである mRNA ワク

チンの速やかな開発・生産とその承認 2)によっ

て、重症者や死亡者の減少が可能になり、また世

界を挙げての接種によって、集団免疫の獲得も可

能となった。しかし、SARS-CoV-2 も変異株や組

換え体が出現し、2021 年末よりオミクロン株の

優勢が続いている 3)。 

パンデミック下で最も重要なのは、感染者の受

入れ医療体制と通常医療の体制を万全とすること

である 4)。上述の通り、予想をはるかに上回る患

者や死亡者の検査・診断や様々な臨床判断、治療

やケアを担った臨床現場、公衆衛生の中心である

保健所や保健センターでの医療従事者の働きは通

常業務をはるかに超え、患者を充分にケアできな

い事例も多かった。 

しかしながら、パンデミックの初めから、多く

の臨床、検査、疫学、病原体や病理に関するデー

タが世界各地で記録・文献化され、更にその著作

権者が公共の福祉の為にフリーで公開し、世界で

共有することが可能となった。WHO や米国の

Centers for Disease Control and Prevention（以下

【資 料】 
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CDC）、日本の厚労労働省、国立感染症研究所、

各学会もこれらの情報等を利用して、有用な情報

発信が行われた。各種ガイドラインも順次作成さ

れ、その下で看護専門職者は臨床や保健、介護、

教育、保育の実践の場で患者や地域住民のケアに

臨んだ。 

感染症医療や看護の基本は、感染の連鎖の遮断

であり、感染の成立要件の３つのできる限り多く

を遮断することである。特に新興感染症で、パン

デミックを起こすような病原体の場合、感染経路

の遮断は最も有効な方法となり、手洗いの順守や

個人防護具（Personal Protective Equipment: 以下

PPE）の適切な装着はその最たるものである。

COVID-19 パンデミックの初めには PPE の不足

が、一般の人々以上に臨床現場では大きな課題と

なった。医療現場でもサージカルマスクを何日も

使用し、そのために消毒の工夫を施したり、布製

マスクが採用されたりした。他にも、ガウンをゴ

ミ袋で作成したりするなど、実に様々な工夫がな

された。非常事態の中で、一つ一つこれまでの知

見が応用されたが、十分なエビデンスが不明なま

まであったことも多い。 

本文献検討では、看護師のケアの場面で使用さ

れた PPE に関する文献を概観し、PPE の効果や

問題点、今後明らかにすべき点について検討し、

参考となる資料としたい。 

 

研究方法 

検討対象の文献は英語で書かれたものを対象と

し、検索自体は広く行い、COVID-19 の看護ケア

に関する研究自体の傾向も得ながら、目的に合致

する文献を絞り込んだ。具体的には、PubMed を

使用し、2023 年 9 月 25 日に、covid-19、nurse、

care の３つをキーワードとして設定し、and 検索

した。研究対象を Humans に限定した上で、Full 

text があるもののみとした。検索は、文献のタイ

プとして、Books and Document または

Observational Study または Randomized Controlled 

Trial を抽出の条件とし、総説は除外した。 

検索の結果、抽出された文献の公表された年を

確認し、英語以外の言語で本文が書かれたもの

は、内容を把握できないため除外した。さらにそ

れらの要旨を検討して、COVID-19 とは関連のな

いものや COVID-19 発生前のものも検討から除

外した。要旨のみでは判断できないものは、本文

の Method の記載内容から判断した。各文献は、

その要旨内容から分類するとともに、COVID-19

の看護ケアに関する研究の特徴についてまとめ

た。さらに PPE の使用に関する文献を特定し、

抄読してその内容をまとめた。 

 

結 果 

検索の結果抽出された総説を除いた文献は、

2020 年から 2023 年までの公開のもので 226 件で

あった。うち、本文が英語ではないものが 2 件あ

った。英語で書かれていなかったものは、質的な

研究であった。要旨または本文を読んで、今後の

研究予定に関するもの 2 件、世界の社会システム

に関連したもの 1 件、COVID-19 対応の参考にす

るために書かれてはいるが、データとしては

COVID-19 以前のものが 1 件、COVID-19 と直接

関連が見られないものは 15 件含まれていた。こ

れらを除外すると、205 件となった。 

 

1.COVID-19 の看護に関する研究の傾向 

表に本検討において該当した文献を分類し、整

理した結果を示す。205 文献のうち、約 30%は該

当する医療スタッフのストレス等に関連したもの

で、Nurse に特化したものも多かったが、医療者

全体について検討されているものも多く、ストレ

スを様々な尺度で測定するとともに、様々なスト

レス緩和の方法が検討されていた。従来から効果

が認められている方法に加え、接触を避ける目的

でスマートフォンの利用などの遠隔操作を試みた

ものも多かった。 

このようなストレスの要因となる、臨床の様々

な場面の、倫理的ジレンマへの遭遇に関して言及

したもの 5)6)7)や、医療者への理不尽なスティグマ

についての文献 8)9)もあった。また予期せぬパン

デミックという状況で、通常業務ではない部署へ

の配置転換等に言及したものも多く、管理の立場

から人員不足や人員配置、COVID-19 のための新

たな病院の設立に関する論文もあった。 

新たな感染症に立ち向かうための、医療者への
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教育内容やその教育システムに関するもの、

COVID-19 の症状が 5 件、診療に関するものが

20 件あった。予防薬に関するものも 4 件あり、

看護師を多く含む臨床スタッフが研究に参加して

いた。 

COVID-19 の患者心理，弱者（ホームレス・難

民・DV 被害・外国人）へのケア，患者の死・終

末期など看護の対象者への理解に関する文献も見

られ、少ないながらも COVID-19 の看護ケア方

法についての検討 10)11)12)も行われていた。 

パンデミック下での COVID-19 以外の診療に

ついても、各科で様々な検討がなされていたが、

感染のリスクを軽減するための遠隔医療の試みが

特に多く、10 件報告されていた。診療科として

は循環器が多く、COVID-19 の重症化因子を考慮

した医療の遂行が反映されていると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.PPE に関する文献の内容 

1)フェイスシールドやゴーグルについて 

SARS-CoV-2 の感染経路が飛沫感染で、眼の結

膜からの感染が疑われる事例も多く、ゴーグル

やフェイスシールドが多用された 13)。特に、エ

アロゾル発生の可能性のある検査やケアを伴う

場面では、感染可能性がかなり高まり、その実際

の防護効果の評価は重要である。Felipe Muñoz-

Leyva らは、自らフード形状のシールドを作成し、

その効果について、フェイスシールドを脱いだ

際の汚染状況を蛍光色素で検出しながら観察し、

ランダム化比較試験（以下 RCT）で通常のフェ

イスシールドと比較 14)していた。Hongjiang Y ら

はゴーグルに関して、その曇り予防のために塗

布する薬剤の検討を行い、アルコール消毒剤の

有効性が RCT で証明 15)していた。 

2)N95 マスクについて 

SARS-CoV-2 の感染経路として、陽性者と近接

してケアを行うような医療スタッフには、空気

感染予防策としてN95 マスク 16)の装着が推奨 13)

されている。N95 マスクはフィットテストやユ

ーザーシールチェックが必要で、気密性が求め

られるため、鼻梁には特に高い圧力がかかる。

COVID-19 パンデミック下では、頻回に N95 マ

スクの装着が必要となり、医療スタッフの顔面

の褥瘡が問題となって、その解決のため、ドレッ

シング剤や皮膚保護ジェル剤の開発 17)18)が行わ

れていた。同様の目的のゲル剤適用の研究 19)は

RCT で行われていた。 

3)PPE 装着のケアへの影響 

空気感染予防策までを想定した PPE の装着を

した上での通常のケア技術の実施について、モ

デル人形を用いた新生児蘇生処置の実施 20)や静

脈留置成功率等を比較するなどした留置針の選

択 21)が行われていた。 

 

考 察 

得られた文献は、看護師や医療者の心理状態に

関するものが多く、パンデミックにより医療スタ

ッフがかつてないほど心理的外傷を負い、そのケ

アが火急のものであったことは明白であった。 

2020年から 3年 9か月間のCOVID-19の看護に

表 COVID-19 の看護ケアに関する研究報告 
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関する研究では、看護師の心理状態やそのケアに

関するものが多くを占めていた。 

N95 マスクの鼻梁への創傷に関しては、欧米の

研究が大半で、高い鼻梁を有する骨格の特徴から

N95 マスク使用の困難さが伺えた。 

PPE 装着によるケアの操作性への影響に関する

研究では、Felipe Muñoz-Leyva ら 14)が、患者への

通常のケア状況を再現し、気道管理トレーニング

を受けた 40 人の医師や看護師が参加し、実施し

ていた。的確な技術を有する臨床家自らが、自身

の身を守るための PPE の開発に関わり、臨床と産

業界とが連携した意義がある研究が行われていた。

一方で、パンデミック時には人員の配置換えが起

こり、他部署のスタッフが慣れない技術を実施す

る可能性も高い。PPE 装着によって、的確な技術

を提供できないなどの懸念からなされた研究もあ

るように、実施に技術を提供する際の教育や、メ

ンタルヘルスへの配慮が重要となるはずである。 

今回は示していないが、同じキーワードで

Review を抽出すると、約 300 件が抽出され、教科

書等に既に明記されているような基本事項が、

COVID-19 以前の文献を掲げながら記されており、

その目的には「緊急事態に再確認して、医療者に

啓発すること」と明記されたものも多かった。経

験のない感染爆発の状況では、既存の資料を再活

用し公開することが盛んに行われることが理解で

きる。一方で、COVID-19 パンデミック下では、1

回限りのディスポーザブル使用とするのが当然で

あったサージカルマスクを脱着後も再利用するな

ど、多くの常識を覆しながら看護を展開してきた。

マスクの再利用、新規消毒薬の効果、新規 PPE の

効果、空気清浄機の使用など、新しい試みの妥当

性については十分に検討されておらず、看護実践

への有効性を踏まえた、今後の検討が求められる

と考える。 

 

結 語 

2020年から 3年 9か月間のCOVID-19の看護に

関する研究では、看護師や医療スタッフの心理状

態やそのケアに関するものが多くを占めていた。 

PPE 装着に関してフェイスシールドやゴーグル

について、N95 マスクの装着時の創傷について、

PPE 装着のケアへの影響などが挙げられた。PPE

に関しては医療従事者自身が研究協力者となって

実際に装着等をしながら研究に参加し、看護実践

を踏まえた研究がなされていた。 

 

本研究において、著者の利益相反事項は無い。 
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Healthcare workers that deal with infectious diseases are expected to work professionally while shielding 

themselves from the risk of infection. Herein, we aimed to summarize the literature on the effects and problems of 

personal protective equipment (PPE) for infection protection published in nurses’ care situations during the 

coronavirus disease 2019 (COVID-19) pandemic and to clarify future issues. We searched PubMed on September 26, 

2023 for all relevant articles (except review articles) using the keywords “COVID-19,” “nurse,” and “care.” After 

reading the abstracts of these studies and excluding those that were either not relevant or were written in languages 

other than English, we ended up with 205 eligible studies. We classified this as a research subject, summarized the 

characteristics of research on COVID-19 nursing care, and put together studies on PPE usage. Approximately 30% 

of the studies focused on the psychological stress experienced by healthcare workers, particularly nurses. Some 

studies focused on ethical dilemmas and stigmas in various clinical settings and the reinforcement of workers’ 

perceptions of reassignment from normal duties. There were also attempts to use telemedicine to reduce the risk of 

infection. There was also a lot of research on PPE, including the use and development of face shields and goggles, 

wounds when wearing N95 masks, and the impact on care when wearing PPE. The adequacy of new personal 

protection and infection prevention methods tried under COVID-19 has not been fully examined. Further studies 

focusing on their effectiveness in nursing practice need to be conducted. 

 


